
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マレイン酸樹脂 リビニルアルコール樹脂、アルコール性水酸基を有するポリエステ
ル樹脂、アルコール性水酸基を有するブチラール樹脂およびアルコール性水酸基を有する
アクリル樹脂から選ばれる少なくとも１種の 樹脂を主成分と
するインキビヒクルと、 ロイコ染料とを含むことを特徴とする紫外
線量検知インキ。
【請求項２】
　前記ロイコ染料１重量部に対して、前記インキビヒクルの重量が 0.1～ 100重量部である
ことを特徴とする請求項１に記載の紫外線量検知インキ。
【請求項３】
　前記ロイコ染料がトリフェニルメタンフタリド類、フルオラン類、フェノチアジン類、
インドリルフタリド類、ロイコオーラミン類、ローダミンラクタム類、ローダミンラクト
ン類、インドリン類およびトリアリールメタン類から選ばれる少なくとも１種の化合物で
あることを特徴とする請求項１または２に記載の紫外線量検知インキ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、紫外線量の測定に利用され、紫外線を含む光の照射によって色調が変化する紫
外線量検知インキに関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
紫外線照射の有無やその強度を測定するのに、光電変換を利用した照射量測定計等の装置
や、光量に応じて色調の変化を利用するインジケータがある。しかし照射量測定計等の装
置は高価で扱いにくいものが多いので、紫外線検知には利用しにくい。
【０００３】
紫外線によって色調が変化するインジケータの一例として、特公平 7-26095号公報に、フ
ォトクロミズムを利用した紫外線インジケータが記載されている。このインジケータは可
逆性であり、紫外線が照射されると発色し、中断されると発色した色が元の色へと戻るも
のである。
【０００４】
一方、不可逆の感光材料を利用したインジケータとしては、特開昭 63-179991号公報に高
分子包接化合物を利用したもの、特開昭 54-123994号公報、特開昭 62-161860号公報に有機
ハロゲン化合物、芳香族アルデヒド、ジアゾニウム塩等の光活性剤をロイコ染料に組み合
わせたものが記載されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記公報に記載されたインジケータに使用される感光材料は、入手や合成が困難で、高価
なものであった。しかも熱に対し不安定であり、ガスを発生することがある。
【０００６】
本発明は前記の課題を解決するためなされたもので、一旦、発色したら元に戻らない不可
逆の感光材料であり、安値でかつ容易に合成される紫外線量検知インキを提供することを
目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前記の目的を達成するためになされた本発明の紫外線量検知インキは、インキビヒクル
と、 ロイコ染料とを含むものである。
【０００８】
　インキビヒクルは、紫外線照射によってロイコ染料を発色させる作用を持つアルコール
性水酸基を有する樹脂を主成分とするものである。具体的には、マレイン酸樹脂 リビ
ニルアルコール樹脂、アルコール性水酸基を有するポリエステル樹脂、アルコール性水酸
基を有するブチラール樹脂、アルコール性水酸基を有するアクリル樹脂から選ばれる少な
くとも１種の樹脂を溶剤 で溶かし、溶液状にしたものである。これら
の樹脂は、印刷対象物や印刷方式によって適宜選択される。
【０００９】
前記樹脂に含まれる水酸基はアルコール性でなければならない。フェノール性水酸基を有
するフェノール樹脂やロジン変性フェノール樹脂は、紫外線の照射なしでロイコ染料を発
色させてしまうので好ましくない。
【００１０】
インキビヒクルの重量は、ロイコ染料１重量部に対して０．１～１００重量部、特に０．
５～５０重量部が好ましい。インキビヒクルが０．１重量部より少ない場合には、インキ
が印刷対象物上に定着しにくくなる。１００重量部より多い場合には、発色前後の色差が
小さくなるので、紫外線の検知を判断しにくくなる。
【００１１】
ロイコ染料は、通常、無色または淡色で、ブレンステッド酸、ルイス酸等の活性種の作用
で発色する性質を有している。このロイコ染料はトリフェニルメタンフタリド類、フルオ
ラン類、フェノチアジン類、インドリルフタリド類、ロイコオーラミン類、ローダミンラ
クタム類、ローダミンラクトン類、インドリン類、トリアリールメタン類から選ばれる少
なくとも１種の化合物が好ましい。これらの化合物は、色調や発色性能に応じて選択され
る。
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【００１２】
具体的にはトリフェニルメタンフタリド類としては、クリスタルバイオレットラクトン、
マラカイトグリーンラクトンが挙げられる。フルオラン類としては、３－ジエチルアミノ
－７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミノベンゾ－α－フルオラン、３－ジエチルア
ミノ－７－ジベンジルアミノフルオラン、３，６－ジメトキシフルオランが挙げられる。
フェノチアジン類としては、３，７－ビスジメチルアミノ－１０－（４’－アミノベンゾ
イル）フェノチアジンが挙げられる。インドリルフタリド類としては、３，３－ビス（１
－エチル－２－メチルインドル－３－イル）フタリド、３，３－ビス（１－ｎ－ブチル－
メチルインドル－３－イル）フタリドが挙げられる。ロイコオーラミン類としては、Ｎ－
（２，３－ジクロロフェニル）ロイコオーラミン、Ｎ－フェニルオーラミンが挙げられる
。ローダミンラクタム類としては、ローダミン－β－ｏ－クロロアミノラクタムが挙げら
れる。ローダミンラクトン類としては、ローダミン－β－ラクトンが挙げられる。インド
リン類としては、２－（フェニルイミノエタンジリデン）－３，３’－ジメチルインドリ
ン、ｐ－ニトロベンジルロイコメチレンブルー、ベンゾイルロイコメチレンブルーが挙げ
られる。トリアリールメタン類としては、ビス（４－ジエチルアミノ－２－メチルフェニ
ル）フェニルメタン、トリス（４－ジエチルアミノ－２－メチルフェニル）メタンが挙げ
られる。
【００１３】
紫外線量検知インキには、インキビヒクル、ロイコ染料以外に隠ぺい剤、増量剤、色調調
製剤、紫外線吸収剤、光安定剤、光増感剤、酸化防止剤等の添加剤を添加することができ
る。紫外線吸収剤、光安定剤、光増感剤を添加することによって、発色に要する紫外線量
を任意に設定することができる。
【００１４】
紫外線量検知インキは、所定量のインキビヒクル、ロイコ染料、光安定剤等の各種添加剤
をボールミル、三本ロール、攪拌機、分散機、らいかい機等によって分散、混練して得ら
れる。
【００１５】
得られた紫外線量検知インキは、紙、合成紙、プラスチックフィルム、金属箔、ガラス、
陶磁器、繊維等の印刷対象物に適当な印刷方式（凹版印刷、凸版印刷、平板印刷、孔版印
刷）で印刷される。
【００１６】
【発明の効果】
本発明の紫外線量検知インキには、インキビヒクルとロイコ染料とが含まれている。イン
キビヒクルは、紫外線の照射によってロイコ染料を感度よく発色させるアルコール性水酸
基を有している。発色したロイコ染料は、暗所に放置しておいても色調が変わらない。こ
の紫外線量検知インキは熱に対して安定であり、紫外線照射による変色時にガスが発生す
ることもない。さらにインキの製造は、特殊な物質を使用しなくても容易に行える。
【００１７】
本案の紫外線量検知インキをインジケータ等に利用することによって、紫外線の強度およ
び照射量を容易に測定できる。さらに色調、印刷対象、印刷方法および紫外線量を選択す
ることによって、本案のインキは多様な用途に応用できる。
【００１８】
【実施例】
以下、本発明の実施例を詳細に説明する。
【００１９】
実施例１
ロイコ染料として３－ジエチルアミノベンゾ－α－フルオラン２重量部、ビヒクルとして
エチルセルロース（エトセル：ダウケミカル社製）１重量部、ブチルセロソルブ１０重量
部をらいかい機で混練して紫外線量検知インキとした。このインキを用いて紙にスクリー
ン印刷をして、白色の印刷物を得た。
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【００２０】
この印刷物に太陽光線を照射すると、徐々に発色し 120分ほどで桃色になった。この時ガ
スの発生はなかった。印刷物に照射された紫外線の積算量を紫外線強度計で測定し、印刷
物の明度を色差計で測定した。明度と紫外線照射量との関係を図１に示す。さらに発色後
の印刷物を１００℃で２４時間以上加熱したが色調に変化はなく、熱安定性は良好である
ことが確認された。
【００２１】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色性試験を行った。
印刷物は徐々に発色し 120秒で桃色になった。
【００２２】
実施例２
ロイコ染料に３－ジエチルアミノ－７－ジベンゾイルアミノフルオランを使用し、その他
の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光線を照射したとこ
ろ、徐々に発色し、 120分ほどで緑色になった。この時ガスの発生はなかった。発色後の
印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験したが、色調に変化はなく、熱安定性は
良好であった。
【００２３】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 90秒で緑色になった。
【００２４】
実施例３
ロイコ染料に３，６－ジメトキシフルオランを使用し、その他の条件を実施例１と同一に
して印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 90分ほ
どで黄色になった。この時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１
と同一の方法で試験したが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００２５】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 60秒で黄色になった。
【００２６】
実施例４
ロイコ染料にローダミン－β－ｏ－クロロアミノラクタムを使用し、その他の条件を実施
例１と同一にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発
色し、 120分ほどで紫色になった。この時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安
定性を実施例１と同一の方法で試験したが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった
。
【００２７】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 90秒で紫色になった。
【００２８】
実施例５
ロイコ染料にクリスタルバイオレットラクトンを使用し、その他の条件を実施例１と同一
にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 90分
ほどで紺色になった。この時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例
１と同一の方法で試験したが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００２９】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 60秒で紺色になった。
【００３０】
実施例６
ロイコ染料にベンゾイルロイコメチレンブルーを使用し、その他の条件を実施例１と同一
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にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 120
分ほどで青色になった。この時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施
例１と同一の方法で試験したが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００３１】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 90秒で青色になった。
【００３２】
実施例７
ロイコ染料に３，３－ビス（１－ｎ－ブチル－２－メチルインドル－３－イル）フタリド
を使用し、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽光
線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで赤色になった。この時ガスの発生はな
かった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験したが、色調に変化は
なく、熱安定性は良好であった。
【００３３】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で赤色になった。
【００３４】
実施例８
インキビヒクルをポリビニルブチラール（エスラックＢ：住友化学工業社製）、印刷対象
物をアルミニウムとし、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた印
刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで 色になった。この時ガ
スの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験したが、
色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００３５】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で 色になった。
【００３６】
実施例９
インキビヒクルをマレイン酸樹脂（テスポール 1103：日立化成ポリマー社製）、印刷対象
物を布とし、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた印刷物に太陽
光線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで桃色になった。この時ガスの発生は
なかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験したが、色調に変化
はなく、熱安定性は良好であった。
【００３７】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で桃色になった。
【００３８】
実施例１０
インキビヒクルをアクリル樹脂（ PAS-800メジウム：十條加工（株）社製）、印刷対象物
をポリカーボネートとし、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた
印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで桃色になった。この時
ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験したが
、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００３９】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で桃色になった。
【００４０】
実施例１１
インキビヒクルをポリエステル（テトロン 900-メジウム：十條加工（株）社製）、印刷対
象物をテトロンフィルムとし、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得ら
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れた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで桃色になった。こ
の時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験し
たが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００４１】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で桃色になった。
【００４２】
実施例１２
インキビヒクルをポリエステル（フジロンメジウム：（株）永瀬スクリーン印刷研究所製
）、印刷対象物をコート紙とし、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得
られた印刷物に太陽光線を照射したところ、徐々に発色し、 120分ほどで桃色になった。
この時ガスの発生はなかった。発色後の印刷物の熱安定性を実施例１と同一の方法で試験
したが、色調に変化はなく、熱安定性は良好であった。
【００４３】
太陽光線を照射していない印刷物を紫外線照射装置にかけて、再び発色試験を行った。印
刷物は徐々に発色し 120秒で桃色になった。
【００４４】
比較例１
インキビヒクルにフェノール樹脂（ショウノール CKM-2432：昭和高分子（株）社製）を使
用し、その他の条件を実施例１と同一にして印刷物を得た。得られた印刷物は、紫外線が
照射される前に桃色に発色してしまった。
【００４５】
比較例２
ロイコ染料として３－ジエチルアミノベンゾ－α－フルオラン２重量部、インキビヒクル
としてウレタン樹脂（ハイウレタン No2000SS白 73HV：日本油脂（株）社製）１０重量部を
混練して紫外線量検知インキとした。このインキを用いて紙にスクリーン印刷をして、無
色の印刷物を得た。この印刷物に太陽光線を照射したところ、６時間経過しても発色はみ
られなかった。
【００４６】
実施例１～１２、比較例１、２の紫外線検知インキの組成、印刷対象物、発色性、熱安定
性を表１に示す。
【００４７】
【表１】
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【００４８】
表１に示されるように、実施例１～１２の紫外線量検知インキは、発色性、熱安定性が共
に良好であることが確認された。また、発色した色は元に戻ることはなかった。比較例１
のインキは、ビヒクルにフェノール樹脂を使用しているため、紫外線照射なしでもロイコ
染料が発色してしまう。比較例２のインキは、ビヒクルにウレタン樹脂を使用しているの
で、紫外線を照射してもロイコ染料が発色しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】印刷物の明度と、紫外線の光量との関係を示す図である。
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【 図 １ 】
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